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の性質 との問の關係は今 日尚明でな く,從つて物質の飽和に就ての理論は熱力學の範圍を川ぬ
状態にある・ β
歎 堀嫐 卿 水に{撫 醗 解する 獺 曙 簾 と共吩 琳 との131系を論.ヒられたが,1'
然 し其の關係は鹽類の様な大なる溶解度を有するものには當嵌 らない..・
著者は同教授御指導の下に不揮發性溶質が共の水溶液の蒸氣壓に及ぼす影響を研究 したる精








の;鰤 墜と濃度とのデ般關1紋 であつて・イオシ解離を剋:さ.ざる理想溶液に於てはkは .1に近
づき此の式はRaoultの式と一致する.




勿論庇の飽和係致kは 水溶液中に於ける溶質イオンの解離,會 合,溶 霖たる水分子の重合解
離,水 化等其の丙部欺熊に基因するものであるが墅大體に於て陽 イオンに就て云へば其の=i'fi十
の大な.るもの程kの 値は小に.して,陰 イオン{LR.kては是に相反する.(前轍Table[V參照).
娯るに水化物を作る嬲1唹 てはa七等に違背する槻 則な礁 をL,殊 に水化度の商・驫
類に於ては法外に大なる値を呈するが数に,茲 に特に水化物を作る髄類に就て其の飽和係数 を
吟味して見や うと思ふ・













著 者は更 に高温 に於 ける揚 禽 郎 ち液 寒體 がaaC12H:OA"C/aCl?1ζ變化 する揚合に於 ける肌コ
態 を調べん と して實験 を行つたが其の操 作;ま可成困難で あつ た.實 驗 試料 としてはKahlbatim
製最純の ものを2600r一一2700Cに眞 …藝中1こて脱水 し,封 して揮鼠 した.共 の 他の操 作は前買験
と殆 ど同様であ る.
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.無黶曲線 に して夫 々M 1(lti-1ｰC),}τ2(207。Cl,
11,("?90ｰL),濁」(2R5'C)1c於て飽和 よ.り不飽和
への簿位 を示 して ゐる.F1(175.5'C)及び ド=
(ssoｰc)は夫k液 底假 がCaCI."2Hey.〕CnCI.
H三〇 及むrCaCIゴH20～CaCl,の轉位黝で ある.
圖 中破線 を以て示.した ものは飽和水溶液に就て
のRoozeUoomの實験桔某 に して著者の もの.と















































AIL此等の鰄i融 は り鹽化加 シウムの 溶解威 前々報に於マ 述べたる 方法を以て決定
し1慥 をRcwze600mの貨験値と比較するに第三瞬1に示す様に大髑に於て よく…致 してゐる.
.鯔化カル.シウt,の濃厚水溶液(飽 和水溶液をも含む)仁 於て む蒸氣壓 と濃度との關係に就て
は勿論式(】)が成立つが故に,以 上の實驗緒果 と,低温iζ於けるRoozelnomの實駒結果と聖








cｰ・卜 圓p(atm.)(mean)÷ k tｰC ・岡1鶴1
n
1.00UIO.IU313.U1】.f.34!1 ]SO P.JOI1,175 2,0δ














iso 2,666 叺474… 廴42 工5.8!6 siu isss.2.lal1.1〕0 1G.1EO
140 3.δ67 0.8'L33.B71「 136:5 220 122。8912・5δ δII・91 1S.ｰOl
1δ0 d,69y o.7舗13.03 16.331 as 27.61i3。03311.881 75.盟
160 fi.70
.
O.J151ｰ.i7 15.697 as :K3,IX:a.uio:L8蔓 ia.osc
t;o 7.Sコ i.oso 2.42i】f.12: 250 =姆.2{ 14.ｰ15 1.31 la,aii
i ｰ80 98.31 4.801 iss lssts


















































































































































































































































































物 理 化 学 の 進 歩Vol.10No.6(1936)
:314 久米 ・濃Nl=水tYf液.の:蒸氣 巌の 測7e〔 匱{.餓) .第10巻
一 、「げwソrげ冊 一"げ'r'"}ゴ .'r{v'酬'噌}
此 の表 を見 るに賻化 カルシウ.,..のノnee物め飽和 係數は一E1,:OJ水化の程 度にitcu明izliriを異 にす
る.皀卩ち著者の實驗結.果に依れ ばC填q・H20.及rrc:.ci_.?ii.a.に就ては夫 々冫卜均k=15.]9.
及びk-16.03,R・聡[即・・】・の實聯 裸 に依れば ぐ・Cl.・H,0,C・C』・2H、0,C・・Cl,・4H,0・α,
CaC12・4H20・β.Cau2・6H含〔丿に就 で夫 々.x=15.ユ9,14.67,42.49,29?5,16.08なるflliを呈 し
殊 に低温に於ては著 しき差異 を認 める・ 但.し此等 の表 申低 温1こ於 ける液 底膿の轉位點附近並に
50ｰ一100。Cの問 に飽 和際數kの 値が 不整で.ある事は11:の液底盟が均 一でs.く,不 安定な る高
度の水化物がi4Tiするが故であ ると考べ られ る・
以一isの:」1喧よ }鹽類の水化物 に於ては同 一肇にて も液 底體 と しての分子歌艨が異れ宸.皀1}ち
:n:の水 化の程度が遑へば其の飽 和.係數の値は異る ものである事を知 る.
莫.の 他 の 鹽 靉
鹽 化 カル シウム以外の もの に「=同一籃の水:化度の相異れ る水 化物 に就て共の飽 稲係數 を調 べ


























































































70 ss. 137.0 0.0330a xsso,・11..0 2.Sli
8U an.1 33u.0 0.01409 「. _'.tild
90 6:.i,ifi405.0 0,09S93 ,, $.'31i
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第6斡 一 久米.湊 厚水溶濃の姦氣廢の測定(匱 報) 一 ..".15
其の飽和係數kの 値 を異 に し,無 水物 と其 のJh化物 と.も亦明 に其の 値を異にする.
從って曩に熄括.したる飽和係數の表Uを 各鹽類の無水物 と其の 水化 物等 に區.別して.免ると第

























































































































































此の表.中同一鹽に就て.列記 してある數値は夫 々異れる實験者の ものに就ての個 々の平均値で
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"Il1 久米・.濃厚水淋液n氣 順の渕定..(臨{秘, 第1謄
鹽
更 に此 の飽和係數は以上 の如 く無 水物,及 び其 の水化物等 の間に其のYiを異ILするのみ なら
す,VlI,XO,の如 く單に液 底體 としてのih質自身の結晶構造 を異 にす る揚合に於ても同様 に夫








































要之,飽 和係數の性質 よU,同 一溶質にLは 水溶液の飽和度が相等しければ其のrfih液の
内部瓶熊は必す温慶,濃度に無關係なる或 る種め同一歌態にあると考へられ るが,更 に此の飽














を 表 は す.
Fig.10,1L12,の 鉛lu国ily(Krmsf100grms.[1,(.1〕は
solubility(gmls./1grm.Hユ① の 譲 り.
61Ad3r嘩u・A[en・Ind・聡氏chem・,21・3鱒(1竃憂29)・
